
立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

◎
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
チ
ェ
ン
ジ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

の
３
Ｃ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
教
育
を
展
開
。
平
和

学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
で
先
進

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

◎
設
立　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
東
京
大
、
名
古

屋
大
、
滋
賀
医
科
大
、
京
都
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、

大
阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
12
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

自
治
医
科
大
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲

田
大
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
ほ
か
に
、
立
命
館
大
、

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
に
２
５
５
人
が
進
学
。

◎U
RL　

http://w
w
w
.ritsum

ei.ac.jp/m
rc/

　

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校
で
は
、
生

徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
方
策
の
１
つ

と
し
て
、
２
０
０
６
年
度
の
開
校
時
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

14
年
度
、
校
舎
内
の
Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
を
機
に
、
中
学
１
年
生
と
高
校
１
年

生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
。
16
年
度
ま
で

に
生
徒
全
員
に
行
き
届
か
せ
た
。
さ
ら
に
、

15
年
度
か
ら
高
校
で
、
17
年
度
か
ら
は
中

学
校
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
授
業
・
学
習
支
援
教
材「
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」

（
＊
）
を
導
入
し
、
自
学
自
習
と
協
働
的
な

学
び
を
軸
と
し
た
「
Ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｏ
ｒ

ｉ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」
と
い
う
学
習
メ
ソ
ッ
ド

の
実
践
を
進
め
て
い
る
。

　
「
Ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」

が
目
指
す
姿
は
、
家
庭
学
習
で
基
礎
学
力

を
身
に
つ
け
、
授
業
で
は
発
展
的
・
協
働

的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
深
い
学

び
を
実
践
す
る
こ
と
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
担

当
の
國こ

く

領り
ょ
う

正ま
さ

博ひ
ろ

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
同
士
で
議
論
し
、思
考
を
深
め
る

た
め
に
は
、基
礎
学
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、授
業
の
中
で
知
識
・
技
能
の
理
解

と
定
着
を
促
し
、協
働
学
習
ま
で
行
う
の
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

滋賀県・私立立命館守山中学校・高校が ICT活用の公開授業を開催

ICT活用で、生徒の学び方改革と
教師の授業改善を図る

全国の多くの高校でＩＣＴを活用した授業改善が進められている。
2014 年度からタブレットを段階的に導入してきた滋賀県・私立立命館守山中学校・高校は、

生徒全員がタブレットを持ち、授業や課外活動、家庭学習など、
学校生活のあらゆる場面で活用している。

タブレットの活用により、教師の指導や生徒の学びはどのように変わったのか。
同校が2017年６月に開催した「ＩＣＴ公開授業研究会」の模様と併せてリポートする。

基
礎
・
基
本
は
自
学
自
習
で
培つ

ち
か

い
、

協
働
的
な
学
び
に
注
力

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

栢
野
祐
介
　
か
や
の
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。
進
路
部
主
任
。

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

國
領
正
博
　
こ
く
り
ょ
う
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
担
当
。
滋
賀
県
の
公
立

中
学
校
勤
務
を
経
て
、
現
職
。

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

伊
藤
久
泰
　
い
と
う
・
ひ
さ
や
す

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
メ
デ
ィ
ア
教
育
部
主
任
。
立
命
館

慶
祥
中
学
校
・
高
校
を
経
て
、
現
職
。

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校
校
長

寺
田
佳
司
　
て
ら
だ
・
け
い
じ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年

目
。
立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
校
副
校

長
を
経
て
、
現
職
。

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
校

曽
根
威
志
　
そ
ね
・
た
け
し

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年

目
。
高
校
第
１
学
年
主
任
。
滋
賀
県
の

公
立
高
校
勤
務
を
経
て
、
現
職
。

52 August  2017



　

生
徒
・
保
護
者
・
教
師
の
間
で
、学
校
生

活
に
か
か
わ
る
情
報
の
伝
達
と
共
有
が
格

段
に
円
滑
に
な
っ
た
こ
と
も
、Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｉ
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
変
化
だ
。
学
年

主
任
の
曽そ

根ね

威た
け

志し

先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
紛
失
し
が
ち
な
配
布
物
を
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｉ
で
配
信
す
る
こ
と
で
、
確
実
に
生
徒
と

保
護
者
に
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。進
路
希
望
調
査
や
学
習
意
識
調

査
な
ど
も
、Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
で
は
デ
ー
タ
の

集
計
か
ら
グ
ラ
フ
化
ま
で
が
自
動
で
行
わ

れ
る
た
め
、
教
師
の
負
担
が
減
り
ま
し
た
」

　

今
後
は
、進
路
希
望
調
査
や
模
試
成
績
、

レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
生
徒
個
々
に
蓄
積
す
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す

る
予
定
だ
。
進
路
部
主
任
の
栢か

や

野の

祐ゆ
う

介す
け

先

生
は
、
次
の
よ
う
な
期
待
を
寄
せ
る
。

　
「
生
徒
が
自
身
の
取
り
組
み
や
歩
み
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

自
分
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
担
任
や
学
年
団
が
、
よ

り
生
徒
個
々
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
も
な
る
は
ず
で
す
」

　

た
だ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
ツ
ー
ル
で
あ
る
だ
け

に
、効
果
的
に
活
用
で
き
る
か
は
教
師
個
々

の
力
量
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
こ
で
、

同
校
で
は
、
14
年
度
か
ら
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
公
開

授
業
研
究
会
」
を
年
２
回
実
施
し
、
保
護

者
や
他
校
の
教
師
、
教
育
関
係
者
と
の
交

流
を
行
う
こ
と
で
指
導
力
向
上
を
図
っ
て

き
た
。
公
開
す
る
授
業
は
年
々
増
え
て
お

り
、
今
年
は
大
半
の
授
業
を
公
開
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
教
育
部
主
任
の
伊い

藤と
う

久ひ
さ

泰や
す

先
生

は
、
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　
「
先
生
方
に
は
、
普
段
通
り
の
授
業
を

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
多
く
の
先
生
や
保
護
者
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
授
業
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

今
や
学
校
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル

と
な
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
が
、
定
着
ま
で

に
は
課
題
も
あ
っ
た
。
導
入
ま
で
の
準
備

期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は

戸
惑
う
教
師
も
多
く
、
生
徒
や
保
護
者
か

ら
は
必
要
性
を
問
う
声
も
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
短
期
間
で
定
着
し
た
大
き
な
要
因
は
、

活
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
「
先
生
方
に
は
活
用
に
際
し
て
指
導
案
の

提
出
な
ど
を
求
め
ず
、『
ま
ず
使
っ
て
み
よ

う
。
失
敗
し
て
も
か
ま
わ
な
い
』
と
何
度

も
伝
え
ま
し
た
。
生
徒
に
は
、
こ
の
取
り

組
み
が
最
先
端
の
教
育
だ
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
学
習
す
る

よ
う
励
ま
し
ま
し
た
」（
國
領
先
生
）

　

そ
う
し
た
働
き
か
け
の
結
果
、
教
師
も

生
徒
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
授
業
改
善
や
学

校
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と
い
う

認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
自
体
を

目
的
に
し
て
は
い
け
な
い
と
、
寺て

ら

田だ

佳け
い

司じ

校
長
は
強
調
す
る
。

　
「
最
も
大
切
な
の
は
生
徒
の
力
を
伸
ば

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
と
い
う
認
識
で
な
け
れ
ば
、

機
械
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
す
。

生
徒
の
学
力
や
人
間
力
を
高
め
る
の
が
教

育
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
不
易
の
部
分
を

押
さ
え
た
上
で
、
時
代
が
求
め
る
最
先
端

の
教
育
を
ど
ん
欲
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
学

力
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
学
校
の
文
化
と
し
て
根
づ

き
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
生
徒
が
伸
び
て
い

る
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、
学
力
が
つ

き
、大
学
や
社
会
で
活
躍
で
き
る
力
が
育
っ

て
い
る
の
か
を
、
真
摯
に
検
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
寺
田
校
長
）

用
し
た
家
庭
学
習
で
基
礎
学
力
の
定
着
を

促
し
、
授
業
で
は
学
校
で
し
か
で
き
な
い

協
働
学
習
や
探
究
学
習
を
行
い
、
授
業
と

家
庭
学
習
の
相
乗
効
果
を
ね
ら
い
ま
し
た
」

　

家
庭
学
習
で
は
、
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
学

習
動
画
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ド
リ
ル
を
組
み
合
わ
せ

て
生
徒
自
身
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
学
習
時
間
を
記
録

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
己
管
理
能
力
の
育
成

と
家
庭
学
習
の
質
向
上
を
目
指
す
。

　
「
教
科
の
部
屋
」
と
い
う
校
内
グ
ル
ー
プ

機
能
に
よ
る
教
え
合
い
は
、
生
徒
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
び
の
場
に
な
っ

て
い
る
。
１
人
で
学
習
し
て
い
て
も
、
こ

の
機
能
で
質
問
す
れ
ば
同
級
生
の
誰
か
が

解
説
し
て
く
れ
る
（
写
真
１
）。
こ
れ
に
よ

り
、
教
師
は
難
易
度
の
高
い
質
問
へ
の
対

応
や
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
の
支
援
に

多
く
の
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
指
導
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

写真１　「教科の部屋」は、教科・学年別に設
定されている。生徒は自由にアクセスし、先
生や友人に質問している。

生
徒
と
保
護
者
へ
の
情
報
伝
達

と
共
有
が
確
実
か
つ
効
率
的
に

不
易
の
部
分
を
大
切
に
し
つ
つ

最
先
端
の
教
育
を
取
り
入
れ
る
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「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
公
開
授
業
研
究
会
」
リ
ポ
ー
ト

　

17
年
６
月
、
立
命
館
守
山
中
学
校
・
高

校
で
通
算
５
回
目
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
公
開
授
業

研
究
会
」
が
行
わ
れ
た
。
学
外
か
ら
の
参

加
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
前
回
の

１
５
０
人
に
対
し
、
今
回
は
青
森
県
か
ら

沖
縄
県
ま
で
２
１
１
人
の
学
校
関
係
者
と
、

保
護
者
１
４
０
人
が
来
校
し
た
。

　

今
回
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
協
働
学

習
と
個
に
迫
る
未
来
型
授
業
の
創
造
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
授
業
公
開
に
加

え
て
、Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
株
式
会
社
の
協
力

の
下
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
る
県
外
の

高
校
３
校
を
招
い
た
分
科
会
も
実
施
し
た
。

　

午
前
中
は
、
中
・
高
合
わ
せ
て
約
80
の

公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
。
倉
本
先
生
が
担

当
し
た
高
校
２
年
生
「
物
理
基
礎
」
の
授

業
で
は
、
生
徒
同
士
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
な
が
ら
運
動
方
程
式
の
立
て
方
を
話
し

合
う
姿
が
見
ら
れ
た
（
写
真
２
）。
授
業
を

受
け
た
生
徒
は
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
と
、

自
分
の
考
え
と
友
人
の
考
え
を
簡
単
に
比

較
し
た
り
、
自
分
の
間
違
い
を
客
観
的
に

見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
倉
本
先

生
の
授
業
は
、
動
画
も
配
信
さ
れ
る
の
で

予
習
・
復
習
が
し
や
す
く
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
家
庭
学
習
に
取
り
組
め
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　

曽
根
先
生
の
高
校
１
年
生
「
音
楽
」
の

授
業
で
は
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
す
る

先
生
の
姿
を
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影

し
、
そ
の
動
画
を
見
な
が
ら
メ
ロ
デ
ィ
ー

ラ
イ
ン
と
声
楽
パ
ー
ト
の
関
係
を
生
徒
同

士
で
考
察
し
た
（
写
真
３
）。

　

午
後
に
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
全
体
会

が
開
か
れ
た
。
冒
頭
の
挨
拶
で
、
寺
田
校

長
が
不
易
と
流
行
を
踏
ま
え
た
改
革
の
重

要
性
を
強
調
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
導
入
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ

う
に
指
導
に
使
い
、
そ
の
成
果
を
ど
う
評

価
す
る
の
か
ま
で
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
続
い
て
、
教
育

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
株
式
会
社
の
代
表
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
マ
別
の
分
科
会
が
開
か

れ
（
図
）、
授
業
や
そ
の
他
の
指
導
場
面
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
が
進
め
ら
れ
た
。
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ

を
導
入
し
た
ば
か
り
と
い
う
鳥
取
県
立
鳥

取
湖こ

陵り
ょ
う

高
校
の
森も

り

本も
と

研け
ん

吾ご

先
生
は
、「
授
業

や
進
路
指
導
に
お
け
る
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の

活
用
に
つ
い
て
学
び
に
来
ま
し
た
。
公
開

授
業
で
、
生
徒
が
自
然
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

写真２　「物理基礎」では、運動方程式の問題を、タブレッ
トに図を描きながら考えた。互いに自分が描いた図を見せ
ながら、話し合う姿が見られた。

写真３　曽根先生の引くピアノの弾き語りをタブレットで
撮影する生徒たち。この後、生徒は小グループになり、動
画を見ながらメロディーの構成について話し合った。

写真４　東百舌鳥高校の分科会の様子。参加した教師
が小グループを作り、話し合いながら同校への質問の
優先順位を検討した。

全
国
か
ら
教
員
が
集
ま
り
、
学
校
を
超
え
て
、

教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

様
々
な
教
科
・
科
目
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
法
を
公
開

分
科
会
で

学
校
間
・
教
師
間
の
交
流
を
図
る
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先
進
校
事
例
紹
介
分
科
会

　

百
合
学
院
高
校
の
内う

ち

橋は
し

朋と
も

子こ

先
生
か
ら
、

同
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
経
緯
と
、
先
生
が
行

う
国
語
の
授
業
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
自
身
も
全
く
の
初
心
者

だ
っ
た
と
語
る
内
橋
先
生
は
、
真
面
目
だ
が

学
力
の
定
着
が
い
ま
一
歩
の
生
徒
の
様
子
を

見
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
生
徒
同
士
が
学

び
合
う
授
業
ス
タ
イ
ル
に
可
能
性
を
感
じ
た

こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
た
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
言
う
。
校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
進

め
る
た
め
に
、
自
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
講
座

も
受
講
し
て
い
る
。

　

先
生
の
『
羅
生
門
』
の
授
業
で
は
、
生
徒

に
質
問
づ
く
り
を
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
学
び
を
深
め
、
授
業
後
に
先
生
作
成
の
解

説
動
画
を
配
信
し
て
い
る
。
教
師
が
初
め
か

ら
解
説
を
す
る
よ
り
も
、「
学
ん
だ
こ
と
が

頭
に
残
る
」
と
生
徒
に
も
好
評
で
、
学
習
成

果
も
出
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
撮
影
し
た
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
を
職
員

室
で
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

よ
っ
て
生
徒
が
変
わ
る
こ
と
を
教
師
が
実
感

で
き
、
活
用
し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
で
は
、
創
立

１
５
０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
改
善
を
目
指
し
、
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を

導
入
し
た
。

　

校
内
で
活
用
が
広
ま
っ
た
の
は
、
有
志
の

教
師
が
中
心
と
な
っ
て
活
用
法
の
勉
強
会
の

開
催
や
先
進
校
訪
問
と
い
っ
た
、
草
の
根
的

な
活
動
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
年
主
任
が
、

学
年
・
学
級
連
絡
や
保
健
便
り
、
学
習
記
録

な
ど
、
従
来
は
プ
リ
ン
ト
で
配
布
し
て
い
た

も
の
を
す
べ
て
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を
使
っ
て
配

信
し
、
毎
日
使
う
よ
う
に
し
た
こ
と
も
浸
透

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

今
で
は
、
校
内
グ
ル
ー
プ
機
能
を
利
用
し

て
生
徒
に
課
題
や
解
答
を
配
布
し
、
授
業
の

振
り
返
り
を
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
で
提
出
さ
せ
る

こ
と
で
、
生
徒
の
理
解
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
担
任
が
朝
の

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
間
、
生
徒
は
Ｃ
ｌ

ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
で
自
習
を
し
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
活
用
の
幅
が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
徒
と
教
師

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
今
ま
で
以
上

に
密
に
図
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

大
阪
府
立
東
百
舌
鳥
高
校
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導

入
し
た
理
由
は
、
学
力
・
進
学
実
績
の
向
上

と
い
う
学
校
改
革
目
標
の
実
現
と
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
教
師
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と

を
防
ぐ
点
に
あ
っ
た
。
家
庭
学
習
習
慣
の
定

着
に
向
け
、
課
外
補
習
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
生
徒
の
幅
広
い
学
力
に
応
じ
た
課
題
を

効
率
よ
く
配
信
で
き
る
こ
と
か
ら
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ

ｓ
ｉ
を
選
ん
だ
と
い
う
。

　

生
徒
の
所
有
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
活
用
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
ど

ち
ら
も
持
っ
て
い
な
い
生
徒
に
は
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
で
生
徒
全
員
が

使
え
る
環
境
を
整
え
、
保
護
者
の
理
解
を
求

め
た
。
ま
た
、
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
導
入
に
際

し
、
ほ
か
の
教
材
の
購
入
を
見
直
す
こ
と
で
、

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
が
増
え
な
い
よ
う

に
も
配
慮
し
た
。

　

現
在
は
、
英
語
の
学
び
直
し
、
週
２
回
の

Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
な
ど
で
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を
活

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
は
生

徒
の
家
庭
学
習
用
と
い
う
方
針
を
明
確
に
打

ち
出
し
、
教
師
に
は
授
業
で
の
活
用
を
義
務

づ
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
授
業
で

の
活
用
も
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

使
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
分
科
会
で
は
、

本
校
と
同
じ
よ
う
に
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を
導

入
し
た
ば
か
り
の
学
校
の
先
生
方
と
、
課

題
や
悩
み
を
共
有
で
き
、
心
強
く
感
じ
ま

し
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

　

全
国
の
先
進
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
分
科
会
で
は
、
仙
台
市
の
東
北
学
院
中

学
校
・
高
校
、
大
阪
府
立
東
百
舌
鳥
高
校
、

兵
庫
県
尼
崎
市
の
百
合
学
院
高
校
が
Ｃ
ｌ

ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
活
用
を
発
表
。
立
ち
見
の
出

る
分
科
会
も
あ
る
ほ
ど
盛
況
で
、
参
加
者

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

復
習
用
の
動
画
を
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ

で
配
信
し
て
理
解
を
深
め
る

兵
庫
県
・
私
立
百
合
学
院
高
校

学
力
向
上
と
教
師
の
負
担
減
を

考
慮
し
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
を
採
用

大
阪
府
立
東ひ

が
し

百も

ず
舌
鳥
高
校

有
志
の
教
師
を
中
心
に

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
の
浸
透
を
図
る

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

テーマ 発表者・学校

分
科
会
①

Ｃｌａｓｓｉ及び ICT 活用授業例　中学校 國領教諭

Ｃｌａｓｓｉ活用事例（理科） 稲田教諭、森島教諭

高校・学年活用事例＆進路・キャリア活用事例 曽根教諭、栢野教諭

Ｃｌａｓｓｉ活用事例（数学） 中山教諭

Ｃｌａｓｓｉ導入実践先進校事例① 宮城県・私立東北学院中学校・高校

分
科
会
②

中学・学年活用事例 角原教諭

Ｃｌａｓｓｉ及び ICT 活用授業例　高校 辻教諭

Ｃｌａｓｓｉ導入実践先進校事例② 大阪府立東百舌鳥高校

立命館守山 ICTのこれまでとこれから 國領教諭、伊藤教諭

Ｃｌａｓｓｉ導入実践先進校事例③ 兵庫県・私立百合学院高校

図 分科会のテーマ

滋賀県・私立立命館守山中学校・高校がＩＣＴ活用の公開授業を開催
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